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第１節 造形表現における保育者としての資質・能力 

〜図工授業力とは何か？〜 

 

 皆さんは，小学校教諭，幼稚園教諭，保育士を目指している人が殆どであろ

う。小学校の図画工作科や幼児教育における造形表現を実践するために必要な

専門性とは，一体どのようなものであろうか。 

 角屋重樹・雲財寛は，教科のとらえ方として「教科は文化の伝承と伝達，創

造にもとづく活動であるため，教科は文化あるいは既存の学問に依拠する」１）

と述べている。同書では，各教科の本質としてまとめた表の中で，図画工作・

美術科の本質は次のようになっている２）。 

 

教科名 
働きかける対象（対象への働

きかけ） 

獲得するものあるいは目指す

もの 

図画工作・

美術科 

形や色彩，材料，光その他の

造形要素を使った「みる・か

く・つくる」 

造形リテラシーや豊かな感

性・豊かな情操の獲得 

【表1：図画工作・美術科の本質】 

 

 さらに，図画工作・美術科で育成する人間性を「①『みる・かく・つくる』

行為において，人の指図でない自己判断・自己決定を繰り返すことによって個

性的・個別的になったり自己肯定的になったりする側面，②みる行為において

他者の感じ方や見方，それらを支える個別の理由を知ることにおいて，多様性

を理解したり受容的な態度になったりする側面，などがある。」と示している。

図画工作・美術科で育てる人間性については，次のように示している３）。 

 

教科名 各教科で育てる人間性 

図画工作・美術科 
① 個性的個別的な自己決定・自己判断 

② 多様性を理解・受容する態度 

【表2：図画工作・美術科で育てる人間性】 

 

 この考えに対して大筋同意できるが，筆者は２つの点で異論を持っている。

１点目は，自己判断・自己決定を強調することで図画工作科におけるアート的

な側面は説明できるとしても，デザイン的な側面は補足していないのではない

かということである。図画工作科は，主観的な側面が強い「絵や立体に表す」
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分野（非機能的な心象表現）とともに客観的な側面が強い「工作に表す」分野

（機能的な適応表現）も大切である。２点目は，この考えでは文化・学問に依

拠するという部分を補完できないのではないかということである。筆者は図画

工作科の本質を表3のようにとらえており，たとえ小学校段階での図画工作科

でも，社会におけるアートやデザインといった視点を持って指導することが教

師には求められていると考える。そこで，先出の表1・2を筆者なりに改訂する

と次の表4・5になる。筆者の考え方，アートだけでなくデザインを明示した点

については，平成29年告示学習指導要領・図画工作科に見られる「生活や社会

の中の形や色など」「生活の中の造形など」などといった記述からも，ある程

度その方向性とも合致していると考えられる。 

 

図画工作科 

アートとデザインを基盤・土台とし

た教科 

アートとデザインの基盤・土台とな

る教科 

【表3：筆者が構想する図画工作科のとらえ方】 

 

教科名 
働きかける対象（対象への

働きかけ） 

獲得するものあるいは目指すも

の 

図画工作・

美術科 

アートとデザイン，および

その構成要素 

アートとデザインに対するリテ

ラシーの獲得 

【表4：筆者が構想する図画工作・美術科の本質】 

 

教科名 各教科で育てる人間性 

図画工作・美術科 

① 個性的個別的な自己決定・自己判断 

② 多様性を理解・受容する態度 

③ 社会・他者からの要求に応じて行う問

題解決 

【表5：筆者が構想する図画工作・美術科で育てる人間性】 

 

筆者は，図画工作科の授業，造形表現の保育を実践するために必要な資質・

能力を「図工授業力」と定義している。図工授業力は，図工的教養（能力）と

授業実践力（資質）の２側面から成り立っていると考える。図工的教養と授業

実践力を兼ね備えた教師を「図工授業力のある教師・保育者」として自分なり

に定義している。図工的教養と授業実践力が相互作用することで，教師・保育

者としての資質・能力が向上すると考えている。 
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図工授業力 

図工的教養 授業実践力 

教科に関する専門性 教育に関する専門性 

能力 資質 

図画工作科・アートとデザインに関す

る知識・技術，教材研究・題材開発す

る力 

コミュニケーション能力,プレゼンテ

ーション能力，児童を支援・指導する

力 

【表6：筆者が構想する図工授業力】 

 

 表 6のように図工授業力は，図工的教養（能力）と授業実践力（資質）の２

側面から成り立っていると考えている。図工的教養と授業実践力を兼ね備えた

教師を「図工授業力のある教師」として自分なりに定義し，４年間の授業を通

してその育成を構想・実践している。 

 図工的教養とは，教科に関する専門性，教師・保育者としての能力に関わる

ものである。図画工作科に関する知識・技術，アートとデザインに関する知識・

技術，自ら教材研究・題材開発することができる力であるととらえている。表

3のように筆者は，図画工作科・美術科はアートとデザインを基盤・母体とし

た教科，アートとデザインの基盤・母体となる教科だと考えている。学生のう

ちに，「みる・かく・つくる」ことを通して授業・保育で取り上げる内容に関

する図工的な知識・技術を体験的に理解・修得しておくことが必須である。さ

らに，アートとデザインの世界にも関心を持ち，図工的教養を身に付けて欲し

いと考えている。図工的教養を持つことは，幼稚園や小学校の教師，保育者と

して必要不可欠だからである。 

 授業実践力とは，教科に関する専門性，教師・保育者としての資質に

関わるものである。いくらアートやデザインに対する理解が深く，高い技術

を持っていたとしても，それを子どもの前で説明や提示をしたり，直接指導・

援助したりすることができなければ，図画工作科の授業，造形表現の保育を展

開することはできない。発問・助言等の言語行動を含むコミュニケーション能

力，示範（演示）や教具，ICT等も用いてわかりやすく提示するプレゼンテー

ション能力，直接児童を支援・指導する力のことを，授業実践力ととらえてい

る。とりわけ言語行動は重要である。教育・保育実習やボランティア活動等を

通して直接子どもに関わる機会を作り，授業実践力を高める必要がある。 

 以上のように，図工的教養と授業実践力とが備わってはじめて図工授業力を

形成することができると筆者は考える。 

 筆者のこれまでの実践的研究を通して，以下の表9のように４段階で図工授

業力のある教師の育成を構想している。表の各授業や学外における教育実習と
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の有機的なつながりについても皆さんには意識してほしい。授業の初回・最終

回などで，次の授業や教育実習とのつながりについて考えてほしい。近い将来，

次の段階に進み授業者の立場になること，その段階はすぐに来ることを忘れな

いでいただきたい。この４段階における学びの流れは，概略次の通りである。 

 １年次後期の教科の学び（図画工作）では学習者の立場で演習を受け，図画

工作の資質・能力の向上を意図しているのに対して，図画工作科教育法は授業

者の立場で講義を受け，図画工作科の授業を実践するための方途を学ぶことを

意図している。教科の学び（図画工作）は実技中心の内容論であり，図画工作

科教育法は内容論に加えて子どもの実態・発達を踏まえて授業を組み立てる方

法論である。教科の学び（図画工作）が基礎となり，図画工作科教育法がその

発展・応用という位置付けである。３年次前期の教育実習Ⅰでは，図画工作科

教育法などで学んだことを生かして教材研究・題材開発に取り組み，自ら模擬

授業を実践する。教育実習Ⅰでの学びを生かして，３年次後期の教育実習Ⅱ・

Ⅲでは小学校において児童を対象として実際に図画工作科の授業を行う。４年

次前期の教員採用試験対策チャレンジセミナー図工では，これまでの学びの補

充・深化・統合の場として理論・実技の両面から図画工作について学修する。

教員採用試験対策ではあるが，あくまでも実践的指導力を身に付けるための一

環である。４年次後期の教職実践演習では，これまでの学びに加えて小学校で

開催される研究会や学習支援ボランティアへの参加などで学んできたことを生

かして，「アクティブ・ラーニング 〜図画工作科の鑑賞領域を中心に〜」（変

更の可能性有り）の回で学修し，卒業後の教育現場に生かすことができるよう

に取り組むという流れである。各授業相互のつながりも大切であるが，授業と

教育実習との往還も重視して取り組んでいただきたい。 

 

ステ

ージ 

各ステージにおける 

テーマ 
授業（演習・講義） 教育実習 

１年

次 

造形活動を通した図工的

教養の育成 

教科の学び（図画工作）

など 
 

２年

次 

図画工作科教育・造形的発

達の理解 
図画工作科教育法など 教育実習Ⅶ 

３年

次 

図工における授業実践力

の向上 
教育実習Ⅰなど 

教育実習

Ⅱ・Ⅲ 

４年

次 

図工的教養・授業実践力の

涵養・錬磨 

教員採用試験対策チャレ

ンジセミナー図工，教職

実践演習など 

 

【表９：図工授業力を育成するための4段階】 



 6 

 

 

 

 

第２節 

「絵に表す」を中心に 

〜アートの視点から〜 
 

 

 

 

 

 

佐伯 育郎 

 

 

 



 7 

ステップ１：オリエンテーション 
 

１． 一体この先生，どんな人？ 〜担当教師自己紹介 

 

２．この２つの作品，一体どこが違うの？ 

 作品Aと作品Bを近くでよく見てみよう。それぞれどのようにして作ら

れたものなのか，自分なりに予想しよう！ 

作品Aは… 作品Ｂは… 

 

３．どんなことするの？ この授業 〜授業内容について 

 ①授業の目的 

 ②授業の形式 

 リレー方式（教師2人でローテーション），授業回数：全（   ）回 

③評価方法 

 提出物 

 取組・出席状況（※毎回出席，遅刻厳禁），授業態度（※私語は慎もう！） 

 

４．事前調査シート記入（※出席も兼ねる。必ず全員提出！） 

 

 

担当分野（教員） 授業時間（曜日・コマ） 教室 

絵画（佐伯）    

色彩・工作（佐伯）    

幼児造形表現（西村）   
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ステップ２：スケッチに行く前に…… 
 

１． スケッチの助っ人参上！ 〜スケッチ補助用具の制作 

 助っ人の名は，デッサンスケール（別名：       ，       ）。 

 必要な材料・用具（工作用方眼紙，糸，カッター，カッターマット，定規，

油性フェルトペン，セロハンテープ，筆記用具……など） 

 

 

 

 

                     縦・内枠：９．５㎝ 

                      （外寸は自由） 

 

 

 

 

   横・内枠：１３．６㎝（外寸は自由） 

 

２． 知っておこう！ 先人の知恵 〜透視図法について 

 透視図法（別名：       ，       ，       ）と

は，遠近感のある表現で描く図法のこと。 

 ルネサンスの頃（   世紀前半，     年頃），先人達が編み出し

た（復活させた）知恵。３次元（３Ｄ）のもの（     ）を，２次元

（２Ｄ）のもの（     ）として表現する方法。 

 遠近感の表現には，他にも様々なものがある。 

 

３． どんな場所選ぼうかな？ 〜スケッチ場所選定の条件 

 ① 表現のねらいとの関係を考える。（← ★最も重要だよ！！）。 

 ② 足場の安定性・安全性を考える。 

 ③ 直射日光や雨との関係を考える。 

 ④ 画面に本学の校舎などの施設が少しでも入るようにする。 

 ⑤ 画面に樹木や草，花などの植物が少しでも入るようにする。 

十文字に糸を貼ろう！ 

★どうしてこの 

サイズなのかな？ 
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４． 読んでみよう！ 画家のエッセイ 

 

５． やってみよう！ 教員採用試験の問題（平成17年度横浜市） 

 次の各文は，風景画の制作について述べたものです。制作するにあたり必

要でないものを次の①〜⑤のうちから１つ選び，○を付けなさい。 

① 場所の選択には，描きたいものがよく見え，足場など平らで安全な所を

選ぶことが大切である。 

② 目の前の風景に向かい，手の指や見取り枠を使って風景を区切ってみる

など，自分の表現するためのねらいを探る工夫をする。 

③ 視点を高くすると遠くまで見える画面になり，視点を低くすると見上げ

たような画面になる。このように視点についても工夫することが大切で

ある。 

④ 遠近の表現には，一点透視図法や二点透視図法などの他に，空気遠近法

などがある。大きな建物の角に立って見通しがよい場所などは，一点透

視図法を用いると効果的である。 

⑤ ねらいを考えながら下描きし，画面全体を意識しながら大まかに着色し

ていく。制作が進むにつれ，ねらいに沿って色調を強め，細部を表現し

ていくなどが一般的な手順である。 

 

６．こんな時に役立つ！ デッサンスケール 

①（       ）に役立つ！（※視野全体から，どの範囲を切り取るか） 

②（     ）を決めるのに役立つ！（※縦か，横か。寄るか，引くか） 

③（   ・   ）の確認に役立つ！（※地面と平行に持つと傾きが分かる） 

 忘れた時は手で作ろう！ ← ★君ならどうやって作るかな？ 

 

７．次回について 

 準備物：鉛筆（※ＨＢ〜２Ｂくらい。数本用意），シャーペン。 

 宿題：キャンパス内を散歩して，スケッチ場所を探しておこう！ 
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ステップ３：スケッチをしよう！ 〜その① 
 

１．みんなで守ろう！ スケッチのルール 

 

２．スケッチをしよう！ 〜その① 

 画用紙１人１枚。失敗したら予備の画用紙を渡すので，ご心配なく！（※

サイズは八つ切り。表裏を間違えないように！） → ★どっちかな？ 

 画板・クリップ・鉛筆などの用具は，使用後必ず返却しよう！ 

 スケッチ終了後，教室に戻って来たら，掲示してあるキャンパス全景図に

名前を書いたシールを貼り，自分の場所を記そう！ 

 鉛筆（※ＨＢ〜２Ｂくらい。数本用意しよう！），あるいはシャーペン（※

できるだけシャーペンは使わない方がいい）。 

 

３．屋外スケッチの教育的意義 

 例えば，以下のようなものが考えられる。学習指導案にも生かすことがで

きるかもしれない。 

 ５つ以外にも教育的意義がないか，考えてみよう！ 

 ① 屋外で制作することによって自然や季節の変化を体感することがで

きる。 

 ② 教室から出て制作することによって，開放感を感じることができる。 

① 他の授業に迷惑をかけない。 

③ 制作中の飲食は禁止する。 

③ ゴミは必ず持ち帰る（自分が出したもの以外も拾う）。 

④ 授業終了５分前（  ：   ）には教室に戻っておく。 

⑤  用紙，用具などは必ず持ち帰る。 

【本日の目標：スケッチをしよう！ 〜その①】 

① スケッチ場所を決める。 

② 構図を決める。 

③ 大まかな形から描き始める。 
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 ③ 身近な環境を見つめ直すことによって，学校に愛着を持つことができ

る。 

 ④ 写真などでは伝わりにくい現場の空気感，臨場感を表現できる。 

 ⑤ じっくり制作に取り組むことによって自分自身と向き合うことがで

きる。 

 

４．スケッチの前に，注意点を再確認しよう！ 

 日射や気温に注意しよう。なるべく直射日光が当たらない日陰を選ぼ

う。 

 屋外では，蚊や蜂などの虫刺されにも注意しよう（※場合によっては，

虫除けスプレー，塗り薬などを持参すること）。 

 公共の場所であることをわきまえ，通行の邪魔になったり，植栽を傷

つけたりしないこと。 

 絵の具を溶いたり，筆を洗ったりした後の，水の処理を注意しよう。

スケッチ場所近くにある水道の位置を確認しておこう！ 

 交通の危険な場所は避けよう。じっくり落ち着いて描ける場所，足場

の安定した安全な場所を選ぼう。 

 

５．いい場所，いいモチーフを選ぼう！ 

 まず，「描いてみたいなあ」という動機こそが大切である。スケッチ

にふさわしい場所，絵になる場所，いいモチーフを見付ける最良の方

法である。 

 まず，描いてみたいと思う場所，興味ある風景などを見つけ，そこに

ポイントを絞って描こう。 

 新鮮な感動を大切にして描こう。絵は，何を表現したいかが最も大切

である！！ 

 絵になる風景とは，感動を呼ぶ風景である。人間の作った風景にも，

人跡未踏の風景にも，描こうとするモチーフに深い愛情と思い入れが

あれば，自ずと絵に魅力が出てくる。 

 肝心なのは，ただ対象を描き写すのではなく，感動を表現することで

ある！ 
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ステップ４：スケッチをしよう！ 〜その② 
 

1. ここがスケッチのミソ！ 〜その① 

 どんなに複雑な形をしたものでも，実は基本的な立体の組み合わせである。 

【知っておこう！ 透視図法の原理】 

 ①同じ大きさの物が，遠くにあると（       ）見える。 

 ②普通に立った時の目線の高さは，（     ）線の高さに等しい。 

 ③地上の平行線は，地平線上の（    ）に集中するように見える。 

 

2. スケッチをしよう！ 〜その② 

 どこから描き始めるか最初の「あたり」が大切である。 

 まず，描こうとする対象をしっかり観て，画面へ置いた時の絵としての魅

力と表現効果を考えてみる。「これで！」と心に決めたら，鉛筆やペンで

線を引く。引き初めは細部にとらわれず，大きく構図を割り込んでいく気

持ちであたりを付けていこう。 

 曲線的なものは直線で，直線的なものは曲線であたりを付けよう！ 

 いきなり細かい部分から描写せず，まず全体のバランスをチェックしよう。 

 鉛筆などを使用して長さを測って，比較・検討してみよう。 

 

３．遠近法（透視図法）を理解しよう！ 

 遠くにあるものは小さく，近くにあるものは大きくなる。 

 どこにいても，地平線＝目の高さ（目線）が原則である。 

 透視図法・・・１点透視図法（消失点が１つ），２点透視図法（消失点が

２つ），３点透視図法（消失点が３つ）。いずれも水平線は目の高さとな

る。理解しているか確めるために，次ページのクイズをやってみよう！ 

【本日の目標：スケッチをしよう！ 〜その②】 

① まずは，大まかな形から描き始める。 

② その後，細部の描写をする。 

③ 余裕があれば，陰影・明暗も付ける。 
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ステップ５：スケッチをしよう！ 〜その③ 
 

１．屋外に出て構図を選ぼう！ 

 デッサンスケール（※市販のものでも手作りでもよい）でアングルチ

ェックしよう。デスケルがない場合は，指の窓でアングルチェックし

よう。 

 通常，私たちが楽に見える範囲は，自分の位置から上下左右ともに

60°くらいである。ある高さの建物を描こうとした場合，その建物の

高さの２倍を超える位置から見上げるとちょうどよい。一方，見下ろ

す構図の場合は30°よりは少ない角度，10°くらいがちょうどいい。 

 動きのある配置を考えよう。車や船，人間や動物などの点景を入れる

のもポイントの１つ。 

 

２．主題と副題を考えよう！ 

 何を描くかは，心を動かす対象物による。しかし，ただ単に対象物だけ

を描いても絵にならない。 

 中心になる主題と，それを支える周辺との関係でいい構図ができる。つ

まり，主役と脇役の存在を考えよう！ 

 

３．色々あるよ！ スケッチ用の画材 

 線を引く材料は様々にあるが，一番自分に合ったものを選ぼう。 

 ① 鉛筆：シャーペンは，均一で表情のない線になるから，なるべく

使わないようにしよう。鉛筆はメーカーの名前などにとらわれず，

色々使ってみて自分に合った物を選ぼう。普通，筆記・事務用はHB

を使うが，スケッチ用はBの記号のものがよい。Bは主に線描主体で，

３B〜５Bは線の強弱や調子を出すのにも使える。 

 ② 色鉛筆：油性，水性など様々な種類がある。 

 ③ ダーマトグラフ：油性・水性。削らなくていいので便利である。

紙，金属，プラスチックなどに自由に描ける。 

 ④ ペン：スケッチペン，ロットリング，ピグマグラフィック……な

ど，様々な種類がある。 
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４．陰影・明暗・濃淡を表現しよう！ 

 鉛筆で描写する段階で，ある程度陰影・明暗・濃淡を付けておこう。 

 空気遠近法に注意しよう。手前にある物ほどはっきり見え，遠くにある物

ほどぼんやり見える。基本的に，手前は強く，遠くは弱くが原則。しかし，

遠景が弱すぎる（逃げ過ぎる）のもよくないので注意しよう。 

 

５．バランスとアクセントを考えよう！ 

 近くではっきりとしていた窓の形も，遠くでは点にしか見えないことがあ

る。画面上のアクセント効果を考えて点景などを効果的に配置する。 

 

６．ここがスケッチのミソ！ 〜その② 

 対象を観察する時，建物などのモチーフ（図）だけに目を奪われないよう

に注意しよう。 

 建物などのモチーフ自体の形だけでなく，すき間の形（ネガのスペース）

もチェックしよう。形の狂いがはっきり分かるよ！ 

 物と物との間にある「すき間（地）」＝「空間」の形を見ることで，本来

の形態が正しくとらえられるはず。 

 

 

 

 

 

 

【モチーフの形（ポジのフォルム）】 【背後の空間の形（ネガのスペース）】 

 

７．スケッチをしよう！ 〜その③ 

 

【本日の目標：スケッチをしよう！ 〜その③】 

① 輪郭を取ったら，細部の描写をする。 

② 陰影・明暗も付け，立体感を出す。 

③ 校舎の壁や木の樹皮など，表面の質感も描写する。 
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ステップ６：水彩で着彩しよう！ 〜その① 
 

１．みんなで見てみよう！ 水彩による風景画の作品 

① 奥津国道 

② 北田和広 

③ 篠崎輝男 

④ 久保田辰男 

⑤ 名柄正之 

⑥ 笹倉鉄平 

⑦ ポール・シニャック 

⑧ ヘルマン・ヘッセ 

 

２．印象を画面に構成しよう！ 

 気に入った場所から受けた印象を大切にして，自分なりの解釈で画面に再

構成するように心がける。 

 例えば，込み入った木々や家並み，電信柱などは一部省略したり，付け加

えたりして整理してもよい。 

 

３．主な水彩絵の具の種類 

 固形   透明水彩 
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  不透明水彩 

 固形は，チューブから絵の具をパレットに出す手間が省け，屋外スケッチ

にも最適である。 

 透明水彩は，透明調の絵具で，画面の上で混色する。塗った色が透けて見

えるので，透明感のある色合いになる。つまり，重色に向いている。基本

的には白色を使わないで，紙の地色を生かして彩色する。最初に塗った色

の上に，何色を塗り重ねると思うような色になるかをあらかじめ想定する

ことが必要であり，高度な技術が要求される。混色で色がにごらないのが

特徴である。 

 不透明水彩は，不透明調の絵具であり，パレットで混色する。平塗りで均

一な彩色ができ，塗りムラが出にくいのが特徴である。顔料が多いので，

隣り合った色同士が濡れていても，色が広がらず，にじみにくい。被覆力

があるので，下に塗った色を覆い隠すため，失敗した場合には色を塗り重

ねて修正ができる。 

 上記の３種類は，大人用であり，より高い専門性が必要とされる画材であ

る。学校現場では，以下のマット水彩を使用することが多い。水加減を調

節することによって，透明調にも不透明調にも変化する。 

 マット水彩マルチは，マット水彩の優れた描画特性に，ペットボトルや牛

乳パック等のいろいろなものに描ける機能を加え，図画用だけでなく，工

作用としても幅広く使うことができる。 

マット水彩 
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ステップ７：水彩で着彩しよう！ 〜その② 
 

１．水彩絵の具の扱い方を身に付けよう！ 

 水彩絵の具の材料・用具に，指定席を与えよう（左利きは逆）。子どもに教

える際にも，徹底しておこう。左上に絵の具（箱）を置いてもよい。 

 
 「①筆を洗う→②雑巾で余分な水分を取る→③パレットで筆に絵の具を着け

る→④紙に置く（塗る）」という動作を，時計回りで行う（左利きは逆）。

扱い易さ，動線を考えた置き方となっている。 

 

２．筆洗バケツの扱い方を身に付けよう！ 

 水は，各部屋に半分程度入れる。少な過ぎても多過ぎてもよくない。 

 筆を洗う際には，必ず最も大きな部屋で洗う。次に，残りの部屋で段階的に

筆をすすぐ。必ず一部屋は，常に綺麗な水のままにしておく。水を含ませる

時に使用する。 

 この方法だと，２時間続きの授業でも，水を変える必要は殆どない。丸い筆

洗でも，同様の使い方をする。 

 すべての部屋で同じように洗うと，色が（        ）原因となってしまう。 

 筆洗バケツのふちで余分な水分を取り，筆の穂先を整えよう。 

 穂先が痛むので，筆を筆洗の中に入れっぱなしにしないよう留意しよう。 
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３．パレットの扱い方を身に付けよう！ 

 絵の具チューブを斜めに倒し，つまむようにして持って軽く押し出す。 

 パレットの小さい部屋に絵の具を，箱に入っている順番に左（白色）から取

り出し，少量（小指の爪ぐらい）を入れる。 

 絵の具を入れ終わった後のパレットは，右利きは左手前，左利きは右手前に

配置しよう。 

 絵の具の混ぜ方は，以下の通りである。正しく筆を持って実践してみよう。 
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ステップ８：水彩で着彩しよう！ 〜その③ 
 

１．水彩絵の具の性質について知ろう！ 

 水彩絵の具の主な成分は，（    ）と（    ），（    ）であ

る。 

 日本のサクラなどのチューブ詰めの練り絵の具，イギリスのニュートン社の

半固形タイプ，ドイツのペリカン社の固形タイプなど，様々なものがある。

透明・不透明も含めて，自分に合ったものを選ぼう。 

 透明水彩も不透明水彩（ガッシュ）も同じように絵具を水で溶かして使うが，

それぞれの特徴をいかして描くことが大切である。基本的に透明水彩は水で

明度を調節し，不透明水彩ではホワイトを混ぜて明度を調節する（※例外も

ある）。 

 透明水彩は，重ね塗りした時に下の色が透けて見え，繊細でみずみずしい表

現が得られる。どちらかというと透明水彩は瞬間的な技が要求され，修正や

加筆は余りしない方が良いのでそれだけ難しい画材かもしれない。 

 それに比べ，不透明水彩は下の色を覆い隠すため，大胆で思いきったタッチ

で描け，力強い表現が得られる。 

 

２．着彩の留意点について知ろう！ 

【着彩の留意点】 

 ① 基本的に，絵の具は色水のように薄く溶いて使用しよう。 

 ② いきなり濃い色から描くのではなく，淡い色・薄い色から順に描いて

き，次第に濃い色へと描き進もう（※油彩画とは逆の手順）。絵具の持つ

みずみずしい発色を生かしたいなら，画面の中で一番明るいところから塗

り始めるのが良い。 

 ③ 空気遠近法（※空気の層が厚くなることで，遠景は青味を帯びて見え

るという色の遠近法）を意識しよう。手前にある物ほどはっきり見え，遠

くにある物ほどぼんやり見える。 

 ④ 色は混ぜ過ぎると濁ってくる。作りたい色に一番近い色をベースにし

て，少しずつ違う色を混ぜていこう。まずは，手持ちの絵具セットの色を

２色ずつ，組み合わせや分量をいろいろに変えて混ぜ合わせてみよう。次

第に，どの色をどれくらいの量で混ぜ合わせるとどんな色になるかのコツ
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がつかめてくる。 

 ⑤ 同じ絵具でも，水の量だけで色のもつニュアンスが少しずつ違ってく

る。それぞれの分量や水の量を変えると，無数の色が生まれる。 

 ⑥ 必ず試し塗りの紙を用意して，混色した色が自分の思ったとおりの色

かどうか塗ってみよう。 

 ⑦ 水彩絵具は，乾くと明るくなる（淡くなる，薄くなる）点も頭に入れ

ておこう。 

 ⑧ 基本的に，白は使わない方がよい。白い箇所はなるべく紙の白を生か

そう。透明感を出したいなら，混色にもなるべく白は使わない方がよい。 

 ⑨ 最後にアクセント（強い部分，濃い所）を入れることで，絵全体が引

き締まって見える。 

 

３．教えて！ 樹木を描くコツ 

 枝振りを先に描いてしまうと，この枝が最後まで影響してしまい，平板な

表現になってしまう。水彩の場合，下の色が透けて見えるので，余計に描

きにくくなってしまう。 

 樹木を描くときは，まず葉の生い茂った様子をかたまりでとらえてみよう。 

 次に，その間から見え隠れする枝を描くと，全体の形態感が表現できる。 

 樹木の奥行きを出すには，遠景になるほど青みを加え単純化した表現にし，

前景にくるほど丁寧に描き込んで陰影なども加えてみるとよい。 

 

４．最後にサインを入れて完成！ 

 サインを鉛筆で入れよう。大きすぎず，小さ過ぎず，適当な大きさにしよ

う。英語でも，日本語でもよい。 

 落款（印）もあるとよい。いいアクセントになる。 

 額装のことも考えながら，適当な場所にサインしよう。下過ぎず上過ぎず，

外過ぎず中過ぎず，バランスの良い場所にサインしよう！ 

【サインの練習をしよう！】 
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第３節 

「工作に表す」を中心に 

〜デザインの視点から〜 
 

 

 

 

 

佐伯 育郎 
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★めあて「                  」 

 

１．「アート」や「デザイン」に対するレベルを自己診断しよう！ 

 まず，今のみなさんが「アート」や「デザイン」に対してどのくらいのレ

ベルなのか，チェックリストをもとに自己診断しよう。 

 自己診断した結果，これだと思うあなた自身のレベルに○を付けよう（※

必ず，レベル１〜３のどれかに決める）。 

CHECK LIST 図工・美術 かく・つくる 美術館・画廊 

レベル 

１ 
「アート」や「デザイン」っ

て少し苦手かも……？ 

苦
手
・
嫌
い 

←
普
通
→ 

得
意
・
好
き 

苦
手
・
嫌
い 

←
普
通
→ 

得
意
・
好
き 

行
か
な
い 

← 

普
通 

→ 

よ
く
行
く 

レベル 

２ 

「アート」や「デザイン」っ

て嫌いじゃないけど，普通か

な……？ 

レベル 

３ 
「アート」や「デザイン」っ

てすごく好き！ 

 

２．自己診断の理由を書こう！ 

 自己診断の理由を，以下のスペースに書き，周囲の人たちと話し合ってみ

よう。その後，全体で交流してみよう！ 
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３．「アート」の付く言葉を探してみよう！ 〜○○アート，アート

○○ 

「アート」が後に付く言葉 

 （          ）アート 

 （          ）アート 

 （          ）アート 

「アート」が前に付く言葉 

 アート（          ） 

 アート（          ） 

 アート（          ） 

 

４．「デザイン」の付く言葉を探してみよう！ 〜○○デザイン，デ

ザイン○○ 

「デザイン」が後に付く言葉 

 （          ）デザイン 

 （          ）デザイン 

 （          ）デザイン 

「デザイン」が前に付く言葉 

 デザイン（          ） 

 デザイン（          ） 

 デザイン（          ） 

 

５．「アート」ってどんなところにあるのか，探してみよう！ 

「アート」は（                        ）にある。 

 

６．「デザイン」ってどんなところにあるのか，探してみよう！ 

「デザイン」は（                       ）にある。 
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★めあて「                  」 

 

１．自分の携帯電話を批評しよう！ 

 みなさんが持っている携帯電話を机上に出そう。その携帯電話（会社・機

種・色……など）を明記し，選んだ理由，使ってみての感想（いいところ，

よくないところ）などを，次のスペースに記述しよう。 

 書き終わったら，近隣の人と比べてみて，話し合ってみよう。 

 その後，全体で交流してみよう！ 共通点・相違点は一体何かな？ 

自分の携帯電話（会社・機種・色……など） 

 

選んだ理由 使ってみての感想 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．Let’s try！ ART or DESIGN 

 画像を見て，それが「アート」なのか，「デザイン」なのか考えよう。「ア

ート」と思われるもの，「デザイン」と思われるもの，表のスペースに画

像の番号を記入しよう。 
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 どこかで見たことのあるもの，全く見たことのないものなど，いろいろな

ものが出てくるので，クイズ感覚で気楽にやってみよう！ 

 アート デザイン 

画
像
の
番
号 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．Check your answers！ ART or DESIGN 

 続いてクイズの解答を見ていこう。画像を見ながら，答え合わせをしよう。 

 作品の詳細（作者，タイトル……など）についても紹介するので，必要が

あれば上の欄にメモしよう。 

 ただし，今回のクイズの解答と解説はあくまでも現時点での佐伯の考えに

基づいており，みなさんの考えや作者本来の意図とは異なっているかもし

れないので，当たりはずれは気にしないようにしよう。 
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★めあて「                  」 

 

１．前回の集計結果について知ろう！ 

 

２．What’s“art”? What’s“design”? 

 これまで見てきた画像をヒントにして，「アート」と「デザイン」につ

いて一緒に考えよう。 

 「アート」とは，「デザイン」とは一体何なのか。「アート」と「デザ

イン」とを紛らわしくしている原因とは何なのか。どうして両者を混同

してはいけないのか。 

 「アート」と「デザイン」とを区別し，それぞれを考える上で参考にな

るキーワードがいくつか出て来るので，表に記入しながら学ぼう。 

 アート デザイン 

キ
ー
ワ
ー
ド 
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 アート デザイン 

キ
ー
ワ
ー
ド 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 佐伯は，今のところ次のように考えている。 

 他にも，いろいろな考え方ができると思うので，みなさんも，自分なり

に考えてみよう！ 本日のコメントシートにも書こう！ 

【佐伯の考え 〜アートとデザインの考え方】 

 「アート」とは（              ）を見えるようにしたもの。 

 「デザイン」とは（             ）を見えるようにしたもの。 

【あなたの考え 〜アートとデザインの考え方】 

 「アート」とは 

 「デザイン」とは 
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★めあて「                  」 

 

１．あなたの色は何色？③ 〜好きな色から○○がわかる！ 

★好きな色から（     ・     ・     ・      ）

がわかる。 

 

２．色って何だろう？ 

 今，色が注目されているのはなぜ？ 

理由：（             ）（              ） 

 なぜ色は見えるの？ 

理由：（      ）（      ）（      ）があるから。 

 どんな色があるの？ 〜色の分類 

（        色）（        色）（        色） 

 専門的な色の表し方って？ 〜色の属性 

 ①（            ）＝（                     ） 

 ②（            ）＝（            ）の度合い 

 ③（            ）＝（            ）の度合い 

       

３．色の付く言葉を探してみよう！ 

 「色」が付く言葉 

 「赤」「青」などの色相が付く言葉 

 「red」「blue」などの色相が付く英語の表現 

★色は，人間の（      ・      ・      ・      ）

などと密接に関わり合う。 

 

４. 色の秘密をまとめよう！ 〜活用しよう！ 色のイメージ・効果 
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〜 活用しよう！ 色のイメージ・効果 〜 

色 相 赤 Red 色鉛筆  

連想するもの 

（2つ以上） 

例）リンゴ 
連想する言葉 

（2つ以上） 

例）情熱 

この色が 

好きな人 
 

好む人と 

その特徴 
 

色相の効果 

（心身への影響） 

  

  

  

  

  

 

色 相 橙 Orange 色鉛筆  

連想するもの 

（2つ以上） 

 
連想する言葉 

（2つ以上） 

 

この色が 

好きな人 
 

好む人と 

その特徴 
 

色相の効果 

（心身への影響） 

  

  

  

  

  
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〜 活用しよう！ 色のイメージ・効果 〜 

色 相 黄 Yellow 色鉛筆  

連想するもの 

（2つ以上） 

 
連想する言葉 

（2つ以上） 

 

この色が 

好きな人 
 

好む人と 

その特徴 
 

色相の効果 

（心身への影響） 

  

  

  

  

  

 

色 相 緑 Green 色鉛筆  

連想するもの 

（2つ以上） 

 
連想する言葉 

（2つ以上） 

 

この色が 

好きな人 
 

好む人と 

その特徴 
 

色相の効果 

（心身への影響） 

  

  

  

  

  
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〜 活用しよう！ 色のイメージ・効果 〜 

色 相 青 Blue 色鉛筆  

連想するもの 

（2つ以上） 

 
連想する言葉 

（2つ以上） 

 

この色が 

好きな人 
 

好む人と 

その特徴 
 

色相の効果 

（心身への影響） 

  

  

  

  

  

 

色 相 紫 Purple 色鉛筆  

連想するもの 

（2つ以上） 

 
連想する言葉 

（2つ以上） 

 

この色が 

好きな人 
 

好む人と 

その特徴 
 

色相の効果 

（心身への影響） 

  

  

  

  

  
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〜 活用しよう！ 色のイメージ・効果 〜 

色 相 桃 Pink 色鉛筆  

連想するもの 

（2つ以上） 

 
連想する言葉 

（2つ以上） 

 

この色が 

好きな人 
 

好む人と 

その特徴 
 

色相の効果 

（心身への影響） 

  

  

  

  

  

 

色 相 白 White 色鉛筆  

連想するもの 

（2つ以上） 

 
連想する言葉 

（2つ以上） 

 

この色が 

好きな人 
 

好む人と 

その特徴 
 

色相の効果 

（心身への影響） 

  

  

  

  

  
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〜 活用しよう！ 色のイメージ・効果 〜 

色 相 灰 Gray 色鉛筆  

連想するもの 

（2つ以上） 

 
連想する言葉 

（2つ以上） 

 

この色が 

好きな人 
 

好む人と 

その特徴 
 

色相の効果 

（心身への影響） 

  

  

  

  

  

 

色 相 黒 Black 色鉛筆  

連想するもの 

（2つ以上） 

 
連想する言葉 

（2つ以上） 

 

この色が 

好きな人 
 

好む人と 

その特徴 
 

色相の効果 

（心身への影響） 

  

  

  

  

  
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★めあて「                  」 

 

１．見てみよう！ 参考作品 

 季節の挨拶に贈るカードを「          」カードという。 

 飛び出す仕組みのカードを「          」カードという。 

 今回は，上記の２つを組み合わせつつ，必ず何らかのしかけのあるカー

ドを作る。 

 先生や先輩が作った参考作品，市販のカードを見て，参考にしよう！ 

 

２． いろいろあるよ！ カードの種類 

 機能・用途・メッセージや贈る相手を考えて，どれを作るのか考えよう！ 

【どれを選ぶ！？ 今回作るカードの種類】 

①  バースデー 

②  ありがとう 

③  おめでとう（入学・結婚・出産……など） 

④  告白・LOVE 

⑤  年賀状 

⑥  バレンタイン 

⑦  母の日・父の日 

⑧  暑中見舞い・残暑見舞い・サマーカード 

⑨  ハロウィン 

⑩  クリスマス 

⑪  招待状・ご案内・お知らせ（パーティー・ライブ・展覧会など） 

⑫  その他（                          ） 

（        ）に飾る。 （       ）にあげる。 
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★めあて「                  」 

 

１．作ってみよう！ しかけの基本形 

 小さい画用紙を使って，しかけを作ってみよう！ ５種類すべてマスタ

ーしたら，先生に見せよう！ 

 作り方は，一切教えない。掲示してある見本（ホワイト・ダミー）を見

に来て，研究しよう。 

 ５種類マスターしたら，複数選んで組み合わせて小さな作品を制作して

もよい。これも，できた人は先生に見せよう。 

【マスターしよう！ 5種類の基本形】 

  ① 90°に開く（切り込む・折り込む・平行折り） 

  ② 90°に開く（貼り込む） 

  ③ 開くと立つ（立ち上がる） 

  ④ 三角折り（パクパク・口のしかけ・折り込む） 

  ⑤ 三角折り（折り込む） 

 

２．本制作のアイデアスケッチをしよう！ 

 ５種類の基本形をマスターしたら，いよいよ本制作に取り掛かる。畳ん

だ状態でB5サイズになるカードを１枚作る。 

 まずは，指定された用紙に，本番で作るカードのアイデアスケッチをし

てみよう！ 描いた後，必ずアイデアスケッチを保管しよう！ 

 

３．他にもいろいろあるよ！ しかけの種類 

 今回紹介した基本形以外にも，様々な仕掛けがある。他には，⑥〜⑩の

しかけもある。 

 見本（ホワイト・ダミー）や参考図書などを見て，どのしかけを取り入

れるのか考えよう！ 
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★めあて「                  」 

 

１．使用する材料・用具を確認し，制作しよう！ 

 カッターナイフ・デザインナイフ・ハサミ・のりなどの用具を用意して

います。大切にお使い下さい！！ 

 カッターを使用する時は，机の上に必ず（                    ）を

敷いて下さい！！ どうしてかな？ 

 今回使用する主な材料は，B4サイズのケント紙です。台紙（作品・しか

けの土台）として使用してください。 

 色画用紙・色紙（折り紙）などの材料も多数用意しています。 

 使いかけの色画用紙は，（                   ）の中に入れよう！ 使

えそうなものはむやみに捨てずに，再利用しよう！ 

 責任を持って後片付けしてもらいます。他のクラスも使用するので，て

いねいに片付けよう！ 先生に見せてから，棚へ返却しよう！ 

 

２．頼りになるよ！ いざという時「お助けBOX」 

 「お助けBOX」の中には，様々なアイテムが入っています。各種パンチ・

特殊なハサミなどの用具が入っています。使用後は，必ず「お助けBOX」

に返却してください。大切にお使い下さい！！ 

 「お助け BOX」の中には，市販のカードも入っています。佐伯コレクシ

ョンです。仕掛けや図案など，是非参考にしてください！！ 

 色画用紙・色紙などの材料も用意しています。使いかけの色画用紙・色

紙は，「お助けBOX」の中に入れておいてください。再利用しよう！ 

 

３．絵心がないな，アイディアが浮かばないな…と感じたら？ 

 「私，絵が苦手だから……」「私，発想が貧困だから……」という人は，

「お助けBOOK」（参考図書）を見てヒントにしよう！ 

 班の BOX には，「WATCH 〜かたち・色」という写真集・資料集があり

ます。レタリング字典も入っています。書体の参考にしてください！ 
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★めあて「                  」 

 

１．色の対比って何？ 

「同じ色でも，組み合わせ方によって，または接する相手によって

（          ・          ）が変わってくる。」 

 

【色の対比（色の視覚効果・錯覚的視覚現象の一種）】 

我々は日常生活の中で，単独で色を見たり使ったりすることはない。必ず周囲

の色や背景の色など，他の色に影響されながら，その色を知覚している。色は，

単独で見た場合と周囲の色に影響されて見た場合とでは，色相の見え方に違い

が起こる。それが（             ）である。 

 

２．大事だよ！ カードの配色 

 色の学習で学んだこと（補色，色の効果・イメージ……など）を，カー

ドの配色に取り入れよう。 

 いきなりのりで貼らずに，一度色紙を置いて効果を確かめながら，カー

ドの配色を考えよう。 

 

３．作品の完成を目指そう！ 

 プレゼントしたい相手が受け取ったときに喜んでくれるように，細部ま

で丁寧に仕上げよう！ 

 開いた時だけでなく，閉じた状態でも素敵になるように工夫しよう！ 

 

４．最終締め切りを確認しよう！ 

 最終締め切りまでに，作品を仕上げよう！ 撮影後，作品を返却する。 

 最終締め切り（    ）月（    ）日（    ） 
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第２章 

幼児教育に生かす造形表現・図画工作 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

岡本 礼子 
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第１節 美術教育とは何を教えるのでしょう？ 

 

教えるとは・・・自らが学びとることを伝える。（主体的行動） 

 

 

私は“教える”という意味を的確に示している内容だと思い，抜粋しました。 

 

“私は，どうしてよいかわかりませんでしたので，下を向いてももじもじしていま

すと，先生（注：著者の先輩の教師―大村）が一つの話をしてくださったのです。そ

れは「仏様がある時，道ばたに立っていらっしゃると，一人の男が荷物をいっぱい積

んだ車を引いて通りかかった。そこは大変なぬかるみであった。車は，そのぬかるみ

にはまってしまって，男は懸命に引くけれども，車は動こうともしない。男は汗びっ

しょりになって苦しんでいる。いつまでたっても，どうしても車は抜けない。その時，

仏様は，しばらく男の様子を見ていらしたが，ちょっと指でその車をおふれになった。

その瞬間，車はすっとぬかるみから抜けて，からからと男は引いていってしてしまっ

た」という話です。「こういうのがほんとうの一級の教師なんだ。男はみ仏の指の力に

あずかったことを永遠に知らない。自分が努力して，ついに引き得たという自信と喜

びで，その車を引いていったのだ」こういうふうにおっしゃいました。（中略―大村）

もし，その仏様のお力によってその車がひき抜けたことをその男が知ったら，男は仏

様にひざまずいて感謝したでしょう。けれども，それでは男の一人で生きていく力，

生き抜く力は，何分の一かに減っただろうと思いました。仏様のお力によってそこを

抜けることができたという喜びはありますけれども，それも幸福は思いでありますけ

れど，生涯一人で生きていく時の自信に満ちた，真の強さ，それにははるかに及ばな

かっただろうと思うとき，私は先生のおっしゃっりたい意味が深く深く考えられるの

です。” 

 

＊美術教育book  大村はま著1996 「新編 教えるということ」抜粋 筑摩書房 

 

たとえば３才児が，今一枚の紙に絵を描こうとしています。数色のクレヨンをみて

色を選ぼうとしています。迷った末，赤色を選びました。自分で赤色を選びました。

この瞬間は人生の大きな選択と同じです。そんなことと思われるかもしれませんね。

でも，この小さな選択の積み重ねが大きな選択となっていくのです。もしこの時，「赤
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色で描きなさい。」と手渡されても赤い色で絵が出来上がったことでしょう。出来上が

りはまったく同じでも内容は全くちがっています。はじめの方は，主体的行動であり，

後者は，受動的・消極的行動です。ではどうして主体的行動が必要なのか？一緒に考

えてみましょう。 

自ら遊びはじめたことは，真剣にどうしたいか自分で考え自分で決めて進みます。

それは脳を積極的に使っています。そこが大切なのです。言われてする活動は，知ら

ず知らずに消極的に受け身になってしまいます。「次はどうしたらいいのだろう。待っ

ていればきっと言ってもらえるだろう。面倒だから待っていよう。」と脳は自然に受け

身になっていきます。でも，自分でやりたいことは言われなくてもドンドン進めます。

そんな経験はありませんか？ 考えて行動しているときは，そんなときです。 

美術教育は，自分で発信する力を造形の素材を通して学ぶことです。特に幼児期や

低学年の時期には，わかりやすい身近な素材を使って自分でやりたいことを実践して

みることが，自分から学び取っていく力となるのです。主体的に行動できるように行

動が変わっていくのです。指導者として，「何が必要なのか？ 何を今助けてあげれば

この子は学びとっていけるのだろうか？」と，対応する子どもをみて考えてあげたい

ものです。それには発達年齢の行動を理解しておくことが必要となります。発達年齢

にあった対応ができてこそ，子どもにとって陰で支えるみえない力になってあげるこ

とができるのです。 

 

ぜひ，やりたい気持ちを陰で支える指導者をめざしませんか？ 

・ 子どもが考えている姿を探そう。 

・ 「待つ」こと。見守ることから見えてくること。 

・ 「考える」環境を作る。 

・ 共有 ・ワクワクしている様子 ・視線 ・試す ・考える etc. 

 

 

＊ワーク「えほん作り」 

・絵本「       」他 を土台にして考える。 

① 画用紙を張り付けて，簡単えほんを作成 

② 鉛筆・色鉛筆・クレヨン・コンテ等を使って表現する。 

 

 

メールの提出について 

・1 回の授業のコメント（考えたこと，わかったこと，思い，質問） 
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・メールの書き方  

 コメントのはじめに 「クラス １～５回 学生番号 名前   」を入れてく

ださい。 

・提出物として扱います。 

 ＊岡本礼子アドレスへメールをする。zugaokamoto2014@yahoo.co.jp 

 

 

α１回     学生番号         氏名 

例 α1回   001234（各自の番号） 岡本礼子 

  本文・・・・・・ 

 

 

＊気づきコメント ・感じたことを自分の言葉で記録しておきましょう。 
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第２節  環境について 

 

１ 環境とは何だろう？ 

 ・人的環境・・・指導者・保護者 

・物的環境・・・モノ 

 

１ 人的環境の私・・・・私ってどんな人，どんな指導者になり

たいかしら？ 

 

 

２ 物的環境・・・イタリア，オランダの保育 

１）イタリア 「レッジョ・エミリア保育環境」について知る。 

 

レッジョ・エミリア市の保育園でのアトリエリスタ（芸術の専門家）と

ペタゴリスタ（保育の専門家）の役割 

 

２）オランダ 「ピラミーデメソッド」について知る。  

モノの概念について，遊びの中から学び取らせる学習（例 大きいー小さい） 

保育士のかかわり方 アクティブラーニング 

 

＊気づきコメント 
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第３節 素材を学ぶ ① 

 

１．紙について 

紙の種類について知る。 

どんな紙があるだろう？ 

画用紙・コピー紙・和紙・段ボール紙 

細かく分類すると，たくさんの種類があります。 

紙の大きさ厚さによって，用途も様々です。 

カレンダーや雑誌，包装紙なども子どもにとっては，楽しい紙の素材となりま

す。 

廃材の有効利用は，モノの大切さを伝える良い機会です。 

 

２．絵を描く 

画材とは 

画材の併用とは 

紙との相性・・紙の素材の違いによって，同じ画材を使っても，色の出方が違っ

てきます。 

 画材・・・鉛筆・クレヨン ・絵の具・マジック ・コンテ ・木炭 ・他 

  

１） どうして絵を描くのでしょう。 

・絵で遊ばせるために助けたいこと・・・かんがえ，ためして，気持ちを込める作業

（３H） 

・遊ぶための絵の具の表現 

・子どもが考えている姿を探そう。 

   「どうして？」 

   気持ちが動いている瞬間を探そう！ 

・「待つ」こと。見守ることから見えてくること。 

 

２）絵を描くことから育つことはなんでしょう。 

・自分から発信することを覚えるために良い手段です。 

・表現することが楽しいと感じる気持ちを育てよう。・・・なぜ？ 
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・「自分が好き」な大人になること。（自己肯定感） 

・ひとりで描く・ともだちと描く（共有）協調性・コミュニケーション能力 

・どこで描こう？（場所 空間を感じる力・・空間認知力 ） 

 

３）ワークから学ぶ。実践編  

 ①「詩」からイメージする。 

「くまのおでかけ」 

・みんな思いが違うことを理解して，みんな受け止めよう。 

～みんなちがってみんないい～ いろいろな画材を使ってみよう。 

・お話作り（何を考えましたか） 

・わたしの絵って素敵！・・・同じお話しから，みんな違う絵ができた。 

 

 ② 絵の具を使って遊ぼう！ 

 

１） 絵の具って楽しい遊具 （色，濃い色，薄い色，強い線，弱い線，直線，曲線） 

・手の力の弱い（筆圧）乳児さんも大好きな絵の具あそび。 

   ・色の混ざる面白さ（混色）を楽しませよう。 

２） 何が育つだろう。・・・パレット，筆洗，筆，紙，雑巾の 5 つのアイテムで，

自分で選んで遊べる絵の具あそびはすごい！ 

３） いろいろな技法を知ろう！ 

・にじみ・たらし・ひっかき（スクラッチ）・ちらし（ドリッピング）・合わせ絵（デ

カルコマニー） 

４）・ともだちをみてみよう。（鑑賞） 

・お話作り（何を考えましたか？） 

 

５） 絵の具の種類を知ろう。(違いを知る。) 

   ・透明水彩・アクリル絵の具・油絵の具 

 

３．気づきを書きとめておこう。 
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第４節 素材を学ぶ ②・・・木・土 

 

１．「土・木」の感触 五感を働かせてあそばせよう。 

・見る・さわる・におう・ちぎる・切る・貼る・組み合わせる 

・あなたは，「土・木」から何を感じましたか？・・子供が喜ぶ五感を味わお

う。  

 

２．ワーク 実践編 

土の感触・・・やわらかさ，かたさ，乾燥・・・水との関係 

木の感触・・・木の種類の感触の違い，木の名前いくつ知ってますか？ 

触ってみよう。 どんな感触？ 

 ・アクリル絵の具について知る。水彩絵の具との違いは何？ 

・素質の違いを知り，それにあった使い方をする。そのために必要な知識は何だろう。 

・工夫させること 

・失敗して学ぶこと・・・面白さをみつけるかもしれない。 

・失敗から新しいアイデアが浮かぶもの。 

・考えて表現することを楽しむ。 

・みんなで一緒にイメージする楽しさを味わう。（コミュニケーション力） 

・土粘土の素焼きについて学ぶ。700度で素焼きをする。 

 

３．鑑賞について 

・作品紹介 

・比べる 

・真似る 

・共有する 

 

＊気づきコメント・感じたことを言葉で記録しておきましょう。 
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第3章 

 

造形表現・図画工作の実践と応用 
 

 

 

 

西村 冨美雄 
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第１節 感動は，すべての扉を開く鍵である。 

 

 

 

 本学に入学した皆さんは，将来に輝ける目的を持って，充実した日々を過ご

しておられることでしょう。 

 

 本学における図画工作・造形表現の授業を，将来に生かすために有意義なも

のにして欲しいと考えております。 

   

  さて，皆さんとのコミュニケーションを図るために，このテキスト・通信を

発行したいと考えます。 

 

 日本の各地から本学に同じ目的を持って集まり，本授業におけるグループと

なり，私との出会いも始まったのです。 

 

 「一期一会」という言葉がありますが，皆さんと私との出会いを大切にして

行きたいと考えております。 

 

 皆さん一人ひとりの個性，良さを見つけながら，造形的な創造活

動を通して，心と心の触れ合いを大切にしながら，若い皆さんが，今後大き

く成長していくことを心から期待しています。 

 

 

 本授業が，皆さんの主体的な学びの姿勢と協力を得ながら，若さいっぱいの

豊かな心に溢れ，明るく楽しく，将来に役立つ授業になればと考えております。 

 

 

 以下，実際の授業・保育で生かすことができる様々な教材・題材を用意しま

した。学習者である子どもになったつもりで，挑戦してみましょう。 
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第２節 基礎的な造形表現・図画工作を中心に 
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１．折り紙のレパートリーを増やそう！ 
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２．絵遊びを楽しもう！ 
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３．美しさの原理について学ぼう！ 
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４．版画遊びを楽しもう！ 
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第３節 発展的な造形表現・図画工作を中心に 
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１．技法遊び・絵手紙を楽しもう！ 
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２．カード作り・おもちゃ作りを楽しもう！ 
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３．絵本作りを楽しもう！ 
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